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   We have experienced a case of horseshoe kidney with renal calculus which is the 
first case in our clinic. 
   This patient was a school-teacher, 30 years old male, and he had hematuria 8 
months before admission without any other urological symptomes. From the result of a 
simple X-ray examination, a small calculus at the left side of processus transversus of 
third lumbar vertebra was recognized, and also horseshoe kidney was suspected from 
the pneumoretroperitoneum and nephrogram. 
 Symphysectomy accompanied by a partial nephrectomy were done. He doveloped 

























られず,又 排尿痛,尿 意頻数等の自覚症状も全 く認め
られない.
現症:右 腎は触診可能で軽度の圧痛を訴えるが左腎









































めたが,第 二尿 よりは清澄な尿を排泄,そ の後退院ま
で全く血尿を認めず,叉 腎部の疹痛その他の異常所見
は全く認められず術後2週 間で全治退院す.












主訴 とし臨1体的に最 も屡 々見 られるものであつ
て,合 併症としては結石,結 核,水 腎,膿 腎,
その他が挙げられるが,そ の発生頻度 は既に前






浮上つて来るわけである.之等合併 症 中 で は
結石が最も大なる頻慶に出現する事 は 前 記 の
Culp及びWinterrillgerの報告を始め古 くは
Rathburn以来内外諸氏の報告で 明 か で ある
が,そ の誘因として橋部の前面を通過する尿管
の異常走行,尿 管起始部の異常位その他が考え





























な るものは碕型腎 の本 質か ら症状 は一生 を通 じ
固定 すべ き筈 のものであ るのに対 し交献 的には
症状 の発現 は突発的で ある点を挙げ,症 状発現
の際 の二 次的合併症 の存在 を認 めなければな ら
ない としてい る.
次に治療で あるが二 次的合併症を有す るもの
では,そ の種 類,程 度 に応 じて適切 な処置が講
ぜ られね ばな らない事 はCulp及 びWinter-
ringerの報告 を参照す る迄 もな い 事 で ある.




瀬 の如 く特 に必要は認 め ない とい う意 見とが相
半 ぱ して何 れ とも決 し難 い.私 共 の症例 は明か
に二次 的合 併症 たる結石 を有 しているもので結
石 を含む橋部 のPartialNephrectomyを行い
橋部 の離断 を行 つたのみ でNephropexyは行
つ ていないが,術 後主訴 は完 全に消失 し現 在に
至 るも無症状 で経過 してい る.
馬蹄 腎の診断 に際 しX線 の重要 性に就い て,
叉 その特徴 につ いては前 回詳述 したので省略す
るが,本 症例 では最近吾 々の教 室で行われ てい
る拡大撮影 を応 用 し,そ れに逆行 性腎孟撮 影及
びPneumorenを併用 して興味 あ る像 を得 た.
叉 同時 に馬蹄鉄腎 には殆 ど常 に見 られ る異常血
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